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星　座　の　歌

　　　　　　　　　九＋翁　　孚　　松　　閑　　月

　　三月■諏騒歌の趣意

1．星座の歌を骨牌となして，共の歌によって，星座の名と星座の位置とを

　譜混ずるを主とするが故に，二二ばペルセウスの歌を讃むには，其の歌

　の内へ力めて，共の星座の周園に接しナこる星座＝三角，カシオペヤ，ア

　ンドロメダ，羊，牛，駅者，麟麟等を成丈け讃み込む，左すればペル

　セウス星座の周園には，七七星座が接して居るといふ事を，自然に譜記

　するに至る．依って歌の巧拙とか，品格とかいふ事には力を入れないの

　である．或は歌を巧に護まむとして，其の位置を知るによしなきを以つ

　て，假画因は幼稚，下品なるも，是をいとはす，隣接の星座を護み込む

　ことにした．夫れから其の分の星座の右傍に，⑪此の印を付し，其の歌

　の圭星座を知らしめ，共の隣接の星座には同幽幽に0此の印を付して，

　主星座と隣星座との置潮をしナこ．

2．大庭濱子女史の作歌を拝讃するに，同女史は歌人にして，天文學に通嶢

　せられ，此の九十の星座中六十離’首，何れも敬服せざるはない．淺る二

　十干星座へ閑月二十星座ばかり干せしも，和歌としては詞下卑，叉狂歌

　としては面白みがない．只探る所は星座と星座の位置を知る而巳である．

　　　　　　　昭和五年七夕月の中の頃　　　　　　　　閑　　　月

　　天文同好會幹事　水野千丁殿

　　　　　　　　　　　　　　　×

1．麟麟星　座

　　北極を　戯麟まわりて　南天に　鳳鳳のまふ　御代そしづけき

2．一角獣星廃
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　一角の　突くこ・うだに　なかりけん　大犬小犬　も：友としぬれば

5．小犬星鹿
　　　　　　　　コ　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　天の原遊ぶ小犬を　あはれにも　一角獣の　今突かむとす

4．艦　　星　　座
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　艦をこぐも　帆を揚ぐるにも荒浪に羅針盤さへ据りかねたる
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5．飛魚星廃
　　　　　　　　　　　　　　　天の川　浪を蹴てとぶ　飛魚は　そらひるがへる　燕とや見む

6．山猫星廃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　山猫が蟹を獲らんと　にらむとも　隣の獅子座　ゆるすべきかは

7．帆　星　座
　　　
　帆をおろし　いっこをさして　漕ぎ行かむ　天の川浪荒くナこつれば

＆才講師子星座　　　　　　’　　　　　＿．

　獅子といへば　吼ゆる聲だに　怖ろしも　乳兇の小獅子は　いとも愛

　　らし

9．海蛇星塵
　　　　　　
　海蛇は　廣きみ室を　うね廻る　南天東西　長さ百籐度

10．コツブ星座i
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　南天の　コップ星座に　盛る水ば天の乙女の　化粧水かも

IL烏　星　座
　一聲を　年の初演　めでぬるは　天津みそらの　これの烏か

12。狸犬星座
　　　　　　　　　コ　　　　　　くう　　
　天罷の　獣類狙ふ　猟犬も　大熊星には尾をはさみたり

15．雨脚規星座
　　　　　　　　　　　　　　　　　天艦を　測量中か　爾脚規　セキスタントや　オクタント見ゆ

14．狽　星　座
　　　　　　　　　　　　　　　

　狼も　蝿と海蛇に　とり巻かれ　一聲うなる　勢もなし

15．蛇　星　座
　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　
　　生物を　皆一呑参の　蛇さへも　蛇遣ひには　身をまかせつ・

16・定規星摩
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　天膿を　九十星座に　定めしは　定規コンパス　もて測りけむ

17．風鳥星座
　　　　　　　　　　　　　　の　　足なくも　廣きみそらを　風鳥の　風のまにまに　飛び廻るらむ

18．楯　星　座

　　いにしへに　用ひし楯も　をさまりてみ室にさ～ぐ御代ぞかしこき

19．孔雀星座
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ

　　1巨母鳥や　風鳥星座に　護られて　いと派手やかに　孔雀舞ふらむ

20．八分儀星座

　　八分儀　もて測りけん　限りなき　み星み星の　其の座其の座を

2L蜥蝪星座
　　天津室　汽車自動車の　硬利なく　蜥蝪劒飼ふ　さまぞをかしき

22．亘囁島星座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　リ　ロ

　　鶴の足触凪の尾の　長きにも　なほまさりぬる　互禽鳥のはし

25．彫刻室星座

　　天膿の　星座の下圖　調ひて　彫刻室へ　織りけるかな

24．鳳鳳星座
　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　鳳嵐の　み室をゆナニかに　舞ふなべに　鶴も千代よぶ聲をそふらむ

25．三角　星座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　オクタント　以て槻測　なしぬらむ　北天高く　三角の見ゆ

26．羊　　星　　座

　逃げ去りし妻を慕ふか牡羊の黄道縁を　辿るあはれさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　×

附　記　天界本年三月號で磯表しナこところのし星座かるナこ「は一星座，一一一

首を要求するものである．然るに大庭濱子女史のL星座百首コ中には，数

星座を一首に讃み込まれナこものがあるので，これを一星座一首にと，同

女史に願ったが御多忙なのと，御謙遜されるので，如何にせんかと苦心

　しナこ．唯の歌人では星座の歌は六ケ敷い，．そこで天文の心得ある人で歌

の噛める人は摩れかと物色しナこ結果，白羽の矢は，九十翁閑月老に向つ

ナこ．去七月二十七日に翁の閑居を訪ひ，御依損しナこところ，快諾されナこ

ので一安心しナこ．しかし淺り全部はとても不可能だ．出來る導け御助力

すると申されナこが，八月十五日附で殆んど全部に亘つナこものを郵逸され

ナこ，淺り二，三首は小生がぬナこくり，目下翁に添創を願って居るのであ

る，

　閑月翁野臥記念揮毫書頒布會が去昭和三年三月催されナこときに有志者

が物されナこ翁の履歴は下記の通りである．
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　李松誠一字は信孝，封岡庵閑月は其の號なり．天保十二年三月二十七

　日を以て，菖都宇郡下庄村に生る．幼時醤師団野業李に就きて漢學を修

　め，後数學に志し自習すること激年．安政六竿正月始めて吉備郡聰就の

和算家藤田油壷の門に入り，元治三準三月夏に京都司天宮司教輻旧理軒

　に師事し，測フミ測地の法を面前し，　i途に暦：術を授かる．暦日交蝕を推論

　しナニる著書砂少ならす．明治三年五月東京敏學專門學校順天求合杜に入

　り，日夜研究して業大いに進む．明治四甲十一月小田縣に奉職し，維新

地租の改正に際し同誌管内備中一一圓，備後国郡の測量及び丈量に從箏

　し，ついで同縣より陸軍省に提出の管内全区調製の任に論りしょり，同

門佐伯幽門と共に滴れを完了し，八年十二月高知素面の面訴に懸じて職

を辞し，門下の技術員八百五十属名を率みて同縣に至り，尚ほ同縣地租

改IE係の指揮により，同縣有志者に測量の技術を教授し，其σ）徒を合せ

て，土佐全國に配置し，測量の速成を策せり．画いて豫讃阿の三國に跨

　り，土佐國と同一方針を探り，殊に讃岐國には高松に出張所を設け，其

の他各所に教授所を置き，專：ら技術を教導せり．十甲一月岡山縣に奉職

　し，測量に從卜すること数年．後徳島縣公李砒の聰に感じて其の抜衿長

　となる．二十年日本土木會杜に入り，山1易歯偏豫測に從事し，山陽血道

株式會砒成立後直ちに同耐に聰せられて技：士となる．二十七年傳じて伊

豫別子銅山鐵道の測量：及び工事に国事し，二十八年以後南画声道，阪鶴

八道等の各面耐に車專虚し，三十一年二月再び岡山縣に奉職すること三年

後即応威徳吉備線敷設の纂に際し，三十七年一周忌せられて按七となる・

竣r後祠1戸郵便官；理局測圖手を拝命して，該通信實測地岡を調製せり・三

十九年児島郡味野町野崎家火防水道敷設工事に從録し，竣1二後四十年藤

田組合名會杜見島轡開墾事務所に勤務し，該甑成開墾地幾千町歩の佳民

飲料水，水道延長三里に亘り設計布設をなせり．此の外官係事業枚墾に

逞あらす．業務の労ら教授せるもの一千有六名．共の生國・＝播磨，備前

備中，備後，安藝，長門，丹波，謡曲，出雲，石見，讃岐，伊豫，土佐，

阿波，山城，大和，伊勢，遠江，武蔵，上絡の二十ケ國に亘り，明治三十

九年七月文部省帝國學士院に於て，和算史編纂の議あり，大正元年十月
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同事業囑託虚位1．利貞，本心に出張し一日翁の庵を訪ふ．茶話頃刻掌を

打って曰く，：方今我が國和算の悪奥を談ずべきもの掲り翁あるのみと．．

帝國學士院に翁S著書を寄附せるもの一夢集十三班，測量手引草初初編

稿一珊，算法便書稿一班，星圖二帳，弘化元暦六班，最上流和算書二班，

同諸表用法一班，算法鮎竃愚解一班，算法蕩平綴解一研，算法築術方程

渾沌歩廊差解一冊．弘化元暦交蝕推歩一肌，暦術秘傅書三班，大国省出

版水運器用法略に詳解をなせしもの一冊，吉備津神耐奉額題隅一珊，算

法釣術淺問集一班，慮天暦一八，同推挙一班，同交地回歩四勝，實用水

」9（十川工學士著）全部詳解一腸，李三角及孤三角術用法解並にセキスタ

ント視差解合本一瓢，天津観測圖一帳，算法綴術一班，算：沙謹　術一班，

算法綴術用法一班，算：麗筆軍術超源一班，等あり．院長菊地大麓其の學

識に感じ，目するに隠れたる博士を以ってすといふ・叉犬養木堂大人は

扁額にL算経宗師「又聯幅にL算経一部露天台地，縫百代垂統文學■といへ

り．まナこ以て翁の斜眼の深淵なるを推知するに足らん．翁晩年の著述少

なからす．爾ほ學士院に寄附しナこる外，測量集成十一一・R．，宮島族行記一一

巻，東京見物十一雀，数學替術粒々稿集十一巷，一興集十五巻，座右の

友一巻，皆木堂大人の序文のあらざるはなし．外にまナこ同罪の年譜三巻

あり．近年京都帝國大學天文毫内天文同好會岡山支部水野幹事：の賛成を

得てL天文うみまなび■てふ書を著はさんとす．實に其の精力絶倫といふ

べし．

　翁雅道に志あり，岡直雇，佐々木元孫に和歌を肇び，労ら狂歌，俳聖

を嗜み，大正十五年五月　皇太子殿下岡山縣に行啓の際，和歌を献．ヒす

るの光榮に浴したり．現今都窪郡早島町矢尾に題し光風齋月を樂み本年

米壽の高齢に達し，今筒ほ嬰鍵として病者を凌ぐの慨あり．

×

　翁をその庵に訪ふたこと，既に数回，實に余の苦手である・とても太刀

打ちが出來ない．今日に至るまで，世界中の大事件は新聞を切抜いて，

整理し保存されてある．大字，細字に巧みに，日記を詳細に認められ，
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その綿密なること驚くの外はない．叉火星の運行を日々観測して，順行

逆行，勲等の月日を記さる・等實にその學究的態度敬服々々．

　叉かつて彗星の軌道について論ぜられ，彗星は行く行く，恒星に捕へ

られでは，離れ離れては，又捕へられ，宇宙を漂流するものと唱へられ，

何．日そやは祠1田面學士の著し彗星「を通讃されナここともある．

　宇宙は有限か，無限かとの問題で大に論じナこことがあるが，これを究

めて置かねば，死んでも道を迷ふとてそれはそれは熱心なこと驚くの外

はない．

　　　　昭和五年八月二＋七日　　　水野千里記す

　　　　　　L宇宙ZiUl“小さくなった1といふ説について

　去る九月七日の英文短日と，翌八日の大阪短日及び東京日日新聞は，米

子シカゴ電報として，

　『宇宙解明に光線を吸牧する物質が見付かつたので，今までの宇宙の大き

さはもっと小さく老へられなければならぬ』

と言つtこやうなセンセイシヨナルな記事を載せナニ．ニウスの根元は九月上

旬シカゴで開かれナこ米州天文墾會第44回総會で，ヴアジニア大學天文皇の

ヴァン・デ・カンプVan　de　K：amp氏が獲表しナこ論文である．しかし，上記

の三新聞中，最：も正しい記事を載せたのは英文短日であって，他の二つは

何れも数字の課を誤り，コツケィな失敗をしてゐナこ．帥ち宇宙の縮まりは

　東京日日（山刀八日）　　　大阪毎日（九月八日）　　　白女毎日（九月七日）

J，OOO，00⑪，OOOJOOO，OOO哩　　　“千億哩の一千倍”　　　“　］）undrecls　of　quadrillions　’，

換言せば

］，OOO，OOO，OOO，ODO，OOO］99100，000，000，00D×1000哩．1，000，000，000，00U，000×幾百哩

尤も詳しい事はヴアンデカンブ氏の論文を見てからでないと分らないが，

とにかく，　トラムプラt一一一，ヴアンデカンプ恒等が一口年前から断片的に褒

表してみる敷字に照して見ると，ほS“想像がつく．

　いつれ，二三ケ月の後，事の眞相をL天界「誌上に記すること・する．


